
 様式３ 

推薦調書（アイデア部門） 

   推薦都道府県 愛媛県 

地方公共団体名 伊方町 

アイデア名称 
【グローカル最前線】 

平均年齢７６歳の超高齢化・限界集落から生まれた顔パス・キャッシュレス 

連携自治体、企

業、団体等 

（株）スカラ、Duithape（インドネシアのソーシャルビジネスを代表するス

タートアップ）、（株）志成データム、（株）第一興商、（一社）日本音楽

健康協会 

デジタルを活用

したアイデアの

概要（デジタル

を活用したアイ

デアの全体概要

と解決する個別

課題の具体的内

容） 

（種類） ② 
（左記が①の場合

の分野） 
 

【デジタルを活用したアイデアの全体概要】 

〇顔認証技術を用いたキャッシュレス決済の仕組みを活用し、集落の高齢者

が行う血管年齢測定や介護予防の継続的な取り組みに対し、町内で貨幣とし

て利用可能な健康ポイントを付与し、買い物や診療所、地域巡回バスなどの

顔パス利用を実現する。また、一連のデータ蓄積を通して、健康長寿プラッ

トフォームを形成する。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

〇昨年 11月に伊方町初の民間事業者との連携協定を（株）スカラと締結した

ことを契機に、役場と民間事業者の立場を超えて、アイデアを出し合い、町

を社会課題の解決に挑むスタートアップ等のフィールド調査や実証実験の場

として位置づけ、3ヶ月毎に町民ニーズの仮説検証を繰り返す共創基盤の構

築をコンセプトに「チャレンジフィールドプロジェクト」を立ち上げた。町

が最も力を入れて取り組んでいるのは、高齢化の諸課題であり、チャレンジ

フィールド事業では、町内に点在する集落を ITによって結び、自立的な健康

づくり、買い物、共食など介護予防に繋がる様々な取り組みを進行中。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

〇伊方町は、高齢化と過疎化の影響により、直近 10年で人口が約 2割減少

し、町民の約半数が 65歳以上の高齢者となり、介護保険・健康保険など高齢

者福祉に関連する支出が年々増加している。町の持続的発展は町民の健康長

寿を前提としており、それぞれの集落において町民が自発的に介護予防や健

康づくりに取り組むことは必要不可欠である。こうした中、コロナフレイル

と呼ばれる新たな脅威も出ており、対策はもはや「待ったなし」の状況であ

る。 



デジタルの活用

により目指す成

果（数値） 

・顔パスを利用する高齢者数 2,000人（町内の高齢者の約半数） 

・健康ポイント利用による年間経済効果 2,000千円 

・健康寿命の延伸 ＋3歳 

・高齢者福祉支出の削減 1〜3％（△10,000千円〜△30,000千円） 

本アイデアの特

徴的な点やデジ

タルの活用にお

いて工夫した点 

町として全体最適を進める前に、モデル地区（集落）を選定の上、実証実験を

行い、有用性を確認しており、地元メディアの取材も得つつ、普及浸透を進め

ている点。グローバルとローカルをかけた「グローカル」の事例としても特徴

的と言える。 

(1) 顔認証と健康ポイントとの紐付けにより、買い物の利便性と健康づくりの
動機づけを目指している。特に、集落の高齢者は、スマートフォンやクレ

ジットカードを持っておらず、鉄道を利用する機会も少ないことから、交

通系 IC カードやその他キャッシュレス決済を利用できず、現金を前提と

した経済活動を続けざるを得ない状況にある。また、不便な場所では、年

金を銀行口座から引き出しに行くことも加齢とともに困難さが増してい

るとの声もあり、デジタルデバイドが存在する。 

(2) 高齢者にも馴染みやすいデバイス（電子血圧計）を用いて、血管年齢デー
タを日常的に取得するとともに、地理的な制約を超えて、オンラインで専

門家とコミュニケーションを図り行動変容を促していることに加え、持続

可能な取り組みとすべく、担い手確保の観点から市民音健士の養成やスタ

ートアップの招致にも着手している。 

今後の展望 

全国にも増して深刻な高齢・過疎の状況を逆手に取り、町を健康長寿実現のた

めの産官学によるオープンイノベーションの場として、特徴づけ、戦略的に発

信する。特に、介護保険、健康保険に関するデータが町直営のために取得しや

すい環境にあることを強みとして町民の自主的な介護予防や健康づくりなど

の取り組みに関するデータ収集基盤を意欲的に構築し、データ分析に基づく健

康長寿を「IKATAモデル」として国内外に展開する。健康長寿を志向する新産

業の町内誘致を促進するとともに、健康長寿「IKATAモデル」の社会実装によ

って、日本のみならず、国際社会が推進する SDGs達成にも貢献する。 



 

チャレンジフィールドプロジェクト 事業概要 

 



 

チャレンジフィールドプロジェクト ロードマップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



将来展望 

 

 

 

超高齢・過疎の状況を逆手に取り、町を健康長寿実現のための産官学によるオープンイノベーションの場として特徴づけ、 

伊方町発の健康長寿「IKATAモデル」として戦略的に発信する 



システム基盤の構想 

 
 

 

 

 


